
平成１６年度 科学技術の振興に関する年次報告
我が国の科学技術の力

－科学技術基本法１０年とこれからの日本－

第１章 科学技術の進歩がもたらすもの

第３章 これからの日本と科学技術

第２章 我が国の科学技術の力とその水準

・環境保護と経済発展の両立 ･･･ 持続可能な開発、「京都議定書」

・国際競争の激化 ･･･ 中国・韓国などアジア諸国等の台頭、世界の多極化

・人口減少、少子高齢社会 ･･･ 労働力人口の減少・高齢化による活力低下

・国民のニーズの高度化、多様化 ･･･ 心の豊かさ、健康、安全・安心

①これからの日本の課題

・新たな価値の創造（知的・文化的価値の創造） ･･･ 人類共有の知的資産

・経済発展と国際競争力（経済的価値の創出） ･･･ イノベーション

・人類社会の持続的発展（社会的・公共的価値の実現）･･･ 健康寿命、省エネ、知の国際貢献

②科学技術に期待される役割

①我が国の科学技術の成果と波及効果

－世界的な人材獲得競争、我が国の少子
高齢化、科学技術・理科離れ－

・「知」を創造する人材（研究者）

・「知」を活用する人材
（技術者・技能者等）

・人材の基盤づくり
（理科離れへの対応､研究者のｱｳﾄﾘｰﾁ活動)

・科学技術基本法

・１期計画（17兆円、任期制の導入､ﾎﾟｽﾄﾞｸ１万人支援計画）
（実績）17.6兆円､任期制導入機関の増､ﾎﾟｽﾄﾞｸ１万人支援達成

・２期計画（24兆円、重点化、ｼｽﾃﾑ改革）
（実績）21.1兆円（平成17年度当初予算まで）

重点化､競争的環境の醸成､産学官連携､情報基盤の整備
（課題）本格的な技術移転､若手研究者の自立､研究時間の確保

③科学技術基本法と科学技術基本計画

－諸外国における研究開発投資の拡大

④日本の科学技術の水準

・基礎研究・重要科学技術の推進、成果の社会還元
・社会とのコミュニケーション、多様な人材の養成・確保

③我が国の科学技術の振興に向けて

※携帯電話に見る
日本オリジナルの
科学技術

・科学技術のもたらすもの
（知的・文化的価値、

経済的価値、
社会的・公共的価値）

・科学技術の「光」と「影」

①知の創出と知の活用

・アインシュタイン「奇跡の年」から１００年（２００５年「世界物理年」）

北里柴三郎（破傷風菌）
長岡半太郎（土星型原子模型）
「日本の１０大発明家」
（高峰譲吉・豊田佐吉 など）

○実現 ・「写真電話」 → テレビ電話
・「７日間世界一周」 → ジェット機
・「暑寒知らず」 → エアコン

×未実現 ・「人と獣の会話自在」

・国民生活の向上 ･･･ 家電製品・インターネットの普及、新幹線、長寿命化

・経済発展 ･･･ 高度経済成長と技術革新

・社会的課題への対応 ･･･ 環境問題(省エネ)、安全・安心(阪神・淡路大震災１０周年)

③国民生活・経済・社会の変容・発展と科学技術

科学技術基本法第８条の規定に基づく、科学技術の振興に関して講じた施策に関する
報告書

■年次報告の位置づけ

第１部 「我が国の科学技術の力 －科学技術基本法１０年とこれからの日本－」
例年、科学技術活動の動向について、テーマを定めて紹介。
ここ３年間は、科学技術と社会（１５年度）、科学技術人材の育成・確保（１４年度）、
イノベーションの創出（１３年度）を取り上げた。

第２部 「海外及び我が国の科学技術活動の状況」
統計データにより、我が国の科学技術活動を概観するとともに、主要国との比較を行う。

第３部 「科学技術の振興に関して講じた施策」
平成１６年度に関係府省が講じた施策を、科学技術基本計画の枠組みに沿って取りまとめる。

■平成１６年度年次報告の全体構成

「科学技術創造立国」とそれを支える「教育・人材立国」の実現
－ 世代を超えた「未来への投資」－

②科学技術の担い手とその役割

②２０世紀の科学技術の進歩

・ノーベル賞の受賞 ・研究成果と実用化 ・大型研究設備

・夢の追求

化学賞：
白川(平成１２年)
野依(平成１３年)
田中(平成１４年)

物理学賞：
小柴(平成１４年)

白川：導電性ポリマーの発見(携帯電話の電池等)
野依：不斉合成（メントール、医薬品の製造）
赤﨑、中村ほか：青色発光ダイオード（信号機等）
本多、藤嶋ほか：光触媒(汚れにくいﾀｲﾙやｶﾞﾗｽ等)
太陽光発電(サンシャイン計画～)
ＩＴＳ（高度道路交通システム）など

※研究の発展段階や特性に応じた公的支援

ＳＰｒｉｎｇ－８(物質の分析）
地球シミュレータ(環境変動予測)
重粒子線がん治療装置 など

オリンピックでの北島選手の活躍
ロケット研究開発５０周年

・強み（ものづくり技術、伝統文化との
融合、チームワーク、勤勉さ、
平均的教育水準の高さ）

・弱み（人的流動性の乏しさ、組織の
縦割り、画一性、国際発信力の弱さ）

・日本の論文等の量と質の向上
（論文数シェア、被引用回数シェアの拡大、米国との差の縮小、
特許出願件数の拡大、特許の質の向上）

・研究水準・技術力
（論文・特許ともにﾅﾉﾃｸ・材料､製造技術は相対的に強い｡
一方､論文では社会基盤､ﾌﾛﾝﾃｨｱ､特許ではﾗｲﾌｻｲｴﾝｽは弱い）

・中国・韓国の急速な追い上げ

・日本の近代化における科学者・技術者の貢献・「２０世紀の予言」（報知新聞、１９０１年）の現在

カラー液晶のバックライト用白
色発光ダイオード（ＬＥＤ）
（大学発の技術をもとに世界最初

　に実用化）

リチウムイオン電池
（日本の企業により世界

　で初めて商品化）

フレキシブル基板
（伝統和紙の技を活かし

　た機能紙）

積層チップセラミックコンデンサ
（世界シェアの８割は日本企業）

ポリマー電池
（白川博士が発見した導

　電性ポリマーを利用）

G

資料２
科 学 技 術 ・ 学 術 審 議 会

基本計画特別委員会(第11回)

Ｈ．１７．７．１２


